
ロジ。

〔ロユ

A 2790 A 

言
A』

第60号土塘土層
1 暗褐色土 ローム粒子を少址含む。

：口2上

第61号土壊土層
1 暗褐色土 二 冒冒言

ユ

v̀ A
-

□
“
 

冒0
↑
N

C

V

 

≪
 

.,1 

第63号土頒土層
1 黒褐色土 ローム粒子を少祉含む。

□□6:  
年 l20 ユ

量
第67号土塘土層
1 暗褐色土 ロームブロックやや多

く、焼土をわずかに含

む。
2 暗褐色土 ローム粒子をわずかに

含む。

〔 口70ユ

第70号土壌土層
1 褐色土
2 褐色土 ローム粒子を含む。
3 褐色土黒色土、焼土を含む。

第62号土凛土層
1 暗褐色土 焼土、ローム粒子をわずかに含む。

-A 

第64号土壊土層
1 黒褐色土 混有物をはとんど含

まず、 しまりなし。

2 黒褐色土 ローム粒子を少址含
み、 しまりなし。

〖□上
瓢□疇

第68号土頒土層
1 暗褐色土 ローム粒子を含む。
2 明褐色土 褐色土を少菰含み、しまりなし。

」

量
4 

こ5こ 上
△ 900 上

言冒麟冒
第65号土壊土層
1 黒褐色土 ローム粒子、炭化物を含み、

しまり弱い。

2 無褐色土 ローム粒子を多く含む。
3 褐色土 ローム粒子を含み、しまり弱

し‘o

第71号土塘土層
l 暗褐色土 ロームプロックを含み、しまりなし。

：口69...];_

冑如9号土塙土層
l 暗褐色土 ローム粒子を少品含む。

2 黒褐色土 ローム粒子、焼土を少
鼠含む。

—£ 

□[ 
量 一

2m 

第208図第60~73号土塀
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少

A' 

第74• 75号土城土層
1 暗褐色土 ローム粒子を多く含む。
2 暗褐色土 ローム粒子を多く、ロ ームプロックをまばらに含む。
3 暗褐色土 ローム粒子を多く含み、やや暗い。
4 黒褐色土 ロームプロックをまばらに含む。

△-

A 2730 

-A 

土

第78号土壊土層

1 黒褐色土
ロームフロックを多
く含む。

、̀＿＿言言重言¥、
第81号土堀土層
1 暗褐色土 ロームブロックをやや多く含み、しまりなし。

□ 
A93。一'

冒言冒言

鬱 上
第76• 77号土城土層
1 黒褐色土 ローム粒子を少祉含む。
2 暗褐色土 ローム粒を多く含む。
3 暗褐色土 ローム粒子、ロームプロックを多く含み、

しまり持つ。
ローム粒子をまばらに含み、 しまりなし。
4層に近似するが、 しまり持つ。

暗褐色土
暗褐色土

□,上
年 900 △ 

冒
第79号土塘土層
1 茶褐色土 小礫をやや多く 、焼土を少屈含む。

二

瓢

〔口80上

幻 930 ユ

言言冒彎

A730 

冒

゜
2m 

第209図 第74~85号土堀
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〔こ二＼
A 900 -A ロ ニ71よ

A 2900 上‘

第86号土濱土
1 黒褐色土 ローム粒子、ロームブロックを含む。

2 黄褐色土 ローム粒子、ロームプロックを多く含む。

3 黒褐色土 1層に近似し、しまり持つ。
4 褐色土 ローム粒子を含む。
5 黄褐色土 ローム粒子を多く含む。

第87号土壊土層

1 黒褐色土 ローム粒子、ロームプロックを含む。
2 黙褐色土 1層に近似し、明るい。
3 茶褐色土 ローム粒子を多く含む。

4 黒褐色土 1陪に近似し、ロ ーム粒子はわずか。

△ A' 

冒量年990
ーム

とこ三）89上

旦 30 よ．

雲 竺含む口 〖□：門竺三□
°□9口冒：：］長：9

門り？亡雷：：言↑みしまりなし。 ：口：
年 90O ユ’

ロ ロ上 喜□9ブロ
94 ックを含み、 きめ粗雑。

ロ 吋

第88号土城土層
1 褐色土黒色土を縞状に含む。
2 明褐色土 ローム粒子、褐色土を含む。
3 暗褐色土 ロームプロックを含む。
4 黒褐色土

三
../ 
A 9990 -A 

｀
ロAmo 

A noo A' 

量第94号土猥土層I 黒褐色土 ローム粒子、ロームプロ
ックを含み、 きめ粗雑。

2 暗褐色土 ローム粒子を含み、きめ
細かく、 しまり持つ。

3 黄褐色土 ローム粒子を多く含む。

―£ 

第96号土環土層
1 黄褐色土 ロームプロック、ローム粒子、炭化物を含む。

2 黄褐色土 大きめのロームプロックを含む。

第210図第86~97号土壊
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第97号土塀土
1 褐色土 炭化物、焼土をわずかに含む。
2 明褐色土 ローム粒子を縞状に含む。

2m 



二
第98号土塘土層
1 暗褐色土 ロームプロックを少砥、

炭化物をわずかに含む。
2 暗褐色土 ロームプロックを多く

含む。

ら

Amo -A 

翫
第101号土壊土層
1 暗褐色土 口＿ムプロックを含む。
2 明灰褐色土 ローム粒子をやや多く含む。
3 暗褐色土 ロームプロックを少械含む。
4 黒褐色土 ローム粒子をやや多く含む。

□4ユ

Amo _£ 
A 刀20 」

冒第104号土壊土層
l 暗褐色土

△ 

Amo  

冒 ①6

△ 

第99号土城土層
1 賀褐色土
2 暗褐色土 大粒のロームプロックを含む。
3 褐色土
4 暗褐色土

A 2690 A‘ 

言冒冒拿

ユ’

冒

年 920 上

と 11 / 107 11土瓢言言量

ょ

A' 

A
_
 

Amo  

＼／ー］凶
100 

Amo  ＿ざ

言
第100号土塘土層
1 褐色土 ロームプロックを含む。
2 黒色土

ロ｀］上

△ 9OO _J'i_ 

y
 

口
第103号土塘土層
l 褐色土 ロームプロックを含み、しまり弱い。
2 暗褐色土 ローム粒子を含み、しまりやや弱い。
3 灰褐色土 粘土プロックを多く含む。
4 褐色土 ローム粒子を含み、しまりやや持つ。
5 賀褐色土 ローム粒子、ロームプロックを多く含む。

.:I 

第105号土塘跡土層
1 黒褐色土 ロームプロック、黒色土を含む。
2 暗褐色土 ロームプロックを含む。
3 褐色土 ローム粒子を多く含み、きめ細かい。

一
-A 

第106号土撰跡土層
1 黒褐色土 ロームプロックを少盤含む。
2 黒褐色土 ロームプロックの混土層。

□□ 
Amo -A 

贔
0 2m 

第211図第98~108号土壊

-170-



§ 
110 <1 

第109• 110号土濱土層
1 暗褐色土 ロームプロックを多く、ローム粒子を少品含む。
2 褐色土 ローム粒子、 炭化物、焼土を含む。

A 29X 

第111号土塘土層
1 褐色土 ロームプロックを含む。
2 黒色土

△ 

A 9920 上

冒

Amo 

□□土

詈第115号土塘土層
1 暗褐色土 ローム粒子を多く含む。
2 暗褐色土 ローム粒子、ロームプロック

を含む。・

L(l ―口／
118 
一

△ 7.10 

A’ 

□□ュ シロジ
戸 990 土 ．

曇 ーA 97叩

口::ロ
言言喜門］含む
□□上

A 29.90 ...5. 

一
冒 第119号土塘土層
第11B号土壕土層 1 黒褐色土 ロームプロ ックを少巌含む。

1 黒褐色土 ロームプロ ックをわずかに含む。

冒 疇

ム□□］ム

↑20 

冒第120号土頒土層
1 暗褐色土 ローム粒子、ロ ームプロック

を含む。

A 29勾

゜
第212図第109~120号土壊

- 171-



y
 

、V

第121号土堀土層
］ 暗掲色土 ロームプロックを含む。
2 烈褐色土

A-

A 2'30 A' 

冒 胄

゜
む含

5
 
2
 

ー

ム

ツ
ー

ロ

□
 ロ

プ

』

]

」

]

／ 

0 
A
 

123 

A 9930 A' 

昌

／／□ 上

126 

年'"'

一曇第126号土堀土層
l 暗褐色土 ローム粒子、ロームプロ ック

を多く含む。
2 黒褐色土 ローム粒子、ロ ームプロ ック

を多く含む。

年 930

A' 

...1!i. 

：誓層：二:覧鸞認＿含む。 牛□□，＼ 上
〔ロム年9叩： 三，土

翫
言―-'’
第127号土城土層
1 暗褐色土 小径のロームブロックを少屈含む。
1'II音褐色土 ロームプロックをやや多く含む。
2 熙謁色土 ロームブロックを少抵含む。

こ口：
冒言言疇 耐

128 
A 2930 A' 

量
第12B号土墟土層
1 暗褐色土 ロームブロック、ロ

ーム粒子を含む。

口

第129号土堀土層
1 暗褐色土 ロームプロック含み、ややし

まり持つ。
2 暗褐色土 ロームプロックを多く含み、

しまり欠く 。
3 暗褐色土 ローム粒子、焼土を含む。

口□三
A t30 -A 

言＇
第130号土漿土層
］ 照褐色土 ロームブロック を含む。

第131号土墳土層
1 暗褐色土 ローム粒子をわずかに含む。

第132号土塘土層
1 黒褐色土 ロームプロックを含む。

゜
2m 

第213図第121~132号土塀
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□□上

炉誓褐土： こ層ロームフ‘ロノクを霜降り状に含む。言言言言言言言言言言

第134号土堀土層
1 黒褐色土 ローム粒子を少益含む。

ム

~
 

鬱第136号土塘土層
1 黒褐色土 ロームプロックを多く含む。

ロ ロ7¥上

言
第137号土塘土層
1 黄褐色土 ロームプロックを

多く含む。
褐色 土 ローム粒子を含む。

こ□9第135号土塘土層
1 黒褐色土 ロームブロックを多く含む。

138 

△ 720 土

量`第138号土堀土層1 質褐色土 ローム粒子、ロームプ
ロック を多く含む。
ローム粒子を含む。
ローム粒子を多く含む。

土
土
色
色
掲
褐

□□] 土

A 00 ．土
2 

冒
第139号土擦土層
1 暗褐色土 ローム粒子をほとんど含まず。
2 暗褐色土 ローム粒子を少位含む。
3 黒 褐色土褐色土粒子を少焚含む。
4 灰褐色粘土 硬く踏み固められている。

△--□□ 

｀ 

△-

140 

SK 13 

―̀  

《

瓢

[

—£ 

A 

146 

△ 910 上

言第142• 143 • 144号土壊土層
1 黒褐色土 ローム粒子、焼土を少益含む。
2 暗褐色土 ローム粒子を少址含む。
3 褐色土 しまり弱い。

年 7ぬ

冒
第145号土壊土層
1 褐色土 褐色土とロ ームプロックとの

混土陪て、炭化物を少漿含む。

゜
2m 

第214図 第133~146号土壊
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冒
第147• 148 • 150号土塀土層
1 暗褐色土 ロームプロックとの混土庖。
2 暗褐色土 ローム粒子を少祉含む。
3 黒褐色土 ローム粒子を少蘭含み、 しまり弱い。

／9：：：SK=2：：： ＝［ 

A' 

A 

153 

冒第153号土塘土層
1 暗褐色土 ローム粒子を多く含む。
2 黒褐色土 ローム粒子を少祉含む。
3 黒褐色土 ローム粒子を多く含む

A 27.30 

A
-

151 

“ 第151号土塀土層
1 黒褐色土 ロームプロック、ロ ーム粒子を少菰含む。
2 暗褐色土 ロームプロック、ローム粒子を多益に含む。
3 暗褐色土 ロームブロックをまばらに含む。
4 黒褐色土 ローム粒子を多拭、ロ ームプロックを少址含む。
5 暗褐色土 ローム粒子を少祉含む。

A
-

上

冒

〔ロ

A 2920 

△_ 

A 9933 

□:: 
....!!.、

154 

第154号土塘土層
l 暗褐色土 ロームプロックを多く含み、しまり弱い。
2 黄褐色土 ローム粒子を多菌、褐色土を少蘇含む。
3 黒褐色土 ローム粒子を少昼含む。

_A 

155 
o
c
N
N

<

 

一冒 ―
第156号土堀土層
1 暗褐色土 ロームプロック、ローム粒子を多く含む。

0 2m 

年 9の

第215図第147~156号土塙

-174-



1゚

△-

｀ 
A 9m  

o| 

第157• 158 • 159号
土潰土層

1 暗褐色土
令

ロームフロッ

ク、ロ ーム粒

子を多く含む。

2 褐色土
ローム粒子、

炭化物、焼土
を含む。

△-

_A 

冒
第160号土攘土層
1 黒褐色土 ローム粒子をまばらに含み、しまり持つ。

2 黄褐色土 ローム粒子を多く含み、しまり弱い。

A9Z勾

A' 

△-
A' 

_A‘ 

冒第162号土塘土層
l 暗褐色土 ロームプロック、ロ ーム粒子を多く含む。

2 褐色土 ローム粒子を多く含む。
3 褐色土 ローム粒子を含み、し まり持つ。

一＇

161 

A 9900 

第161号土塘土層
1 黒褐色土 ロームプロックを少品含む。

ム ＇ ‘

¥ ’’上

163 

Amo 

△ 
—£ 

ロームプロックを少乱含む。

第164号土濱土層
1 暗褐色土 ローム粒子を多く含み、しまり持つ。

2 暗褐色土 混有物をほとんど含まず。
3 黄褐色土 ロームプロックを含む。
4 暗褐色土 ローム粒子を少址含む

゜
第216図第157~164号土城
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A 9990 

A』

165 

A' 

△_ ／ 

A 2?20 A. 

△ 

、8

ol 
A2,ao 

一

C 匁30 -C' 

量
第168• 169号土塘土層
1 暗褐色土 ローム粒子、ロームプロックを含む。
2 暗褐色土 ローム粒子、ロームプロック少拭含む。
3 暗褐色土 ロームプロックを少祉含む。

B

l

 

A 2900 

B 2900 ＿旦'

A 

A 匁30 A' 

冒:"::±:~±層i三塁：
_A 

第175号土塀土層
l 褐色土 ローム粒子、ロームプロックを含む。
2 褐色土 やや大きめのロームブロックを多く含む。
3 褐色土 1陪に近似するが、ロームブロックが小さい。
4 褐色土 ローム粒子を含み、きめ細かい。

』
第176号土塘土層
1 黒褐色土 ローム粒子、ロ ームプロックを含む。
2 黄褐色土 ローム粒子を多く、黒褐色土をわずかに含む。

゜
2m 

第217図第165~176号土壊
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△ ＿△ 

177 とロニ78上

上

第177号土壊土層
l 暗褐色土 ローム粒子、焼土を含む。
2 暗褐色土 ローム粒子を少猿含む。
3 明褐色土 ロームプロックを含む。

旦 990 ユ

冒第178号土塘土層
1 暗褐色土 小礫を多址、焼土、ローム粒子を少菰含む。
2 黒褐色土 ローム粒子をわずかに含む。

← □□7: 

旦 20 _A 

冒

／こ―

△ 72° -A 

冒 .

□二
員

i',_ □: 
瓢

第181号土塘土層
1 暗褐色土 ローム粒子をわずかに含む。
2 褐色土
3 黙褐色土 焼土、ローム粒子を少猿含む。

4 黒褐色土

第182号土城土層
1 褐色土 ローム粒子を少盤含む。
1'褐色土 ロームブロックを含む。
2 暗褐色土 ロームプロックをやや多く含む。
3 褐色土 ロームプロックとの混土層。

4 暗褐色土 ローム粒子をわずかに含む。

ー

』

A 9990 

一
言

-so3:((二
ーミ

旦"° S030 Ji. 

冒
第184号土城土層
l 黒褐色土 ローム粒子、炭化物を少鼠含む。
0 2m 

第218図第177~184号土堀
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4 

A2'30 土

冒三疇ー`＼ 
第185号土塘土層

△_ 土

Amo 一‘

第186号土壕土層
1 黒色土 ローム粒子を霜降り状に含む。
2 褐色土 ロームプロックを多く含む。

L II ¥ I I -5. 

187 

A9720 A' 

冒
第187号土塘土層
1 暗褐色土 ローム粒子、ロームプロック

を少祉含む。

1 黒褐色土 ロームプロック、焼土、炭化物を少位含む。

△- —£ 

Amo _A' 

冒
第188号土攘土層
1 黒褐色土 ロームプロックを多く含む。

二 少

A 29,90 _A 

量
第191号土壊土層
l 黒褐色土焼土、炭化物を多く含む。
2 黒褐色土 ロームプロックを含む。

ニロ： こ口
A 29.90 

一曇 攣
第189号土壌土層 第190号土堀土層
1 暗褐色土 ローム粒子をわずかに含む。 l 黒色土 ローム粒子を霜降り状に含む。

ヽ

ヅ゜
：三：3

A 99.OO A' 

A 2900 

畠
第192号土壕土層
l 黒褐色土 ロームプロックを含む。
2 黒褐色土 ローム粒子を多く含む。
3 褐色土 黒色土、ロームプロックを少紐含む。° 2m ~ 

第219図第185~193号土壊

第10• 65 • 94 • 106 • 109 • 111 • 126 • 152 • 174 • 175 • 186 • 190号土城出土遣物（第220図）

1の坪は口縁がやや外反 し、内面に沈線を持つ、赤彩された土師器坪てある。 2は器壁の薄いシ

ャープな作りの須恵器坪て、、底部は回転糸切り後、左回りに回転箆削りされる。体部は一度内湾し

てから外に張る。 3はややばてっとした作りの須恵器坪て‘ある。 5は高台坪て‘‘底部外面と高台部に

自然釉が付着する。
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第220図 第1a • 65 • 94 • 106 • 109 • 111・126• 152 • 174 • 175 • 186 • 190号土壊出土遺物

第10• 65 • 94 • 106 • 109 • 111 • 126 • 152 • 174 • 175 • 186 • 190号土堀出土遺物観察表（第220図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置・ その他

1 坪 (11.6) (3.2) BCG B 橙 10% SK65・覆土一括、赤彩

2 杯 (9.6) BCG A 暗青灰 10% SK190 ・覆士一括

3 坪 (6.8) BCG A 暗青灰 5% SK106 ・覆土一括

4 椀 (8.5) ABFG B 暗青灰 10% SK175 ・覆土一括

5 高台坪 BCG A 暗青灰 5% SK126 ・覆土一括

6 芸nm BCG B 灰白 5% SKlO・覆土一括

7 蓋 BCG A 暗青灰 5% SKlO・覆土一括

8 蓋 BCG A 灰白 5% SK152 ・毅土一括， 幸皿 BCG B 灰白 5% SK94・覆土一括

10 鉢 (29.0) BCFG A 暗青灰 10% SK109 • No. 5、外面はタタキ

11 空・士 (27.2) BCG A 暗青灰 5% SK174 ・覆士一括

12 焙烙 (23.5) 2.2 22.9 ABG B 黒 5% SKlll・覆土一括

13 刀子 残存長95cm 厚さ0.4~0.3cm SK186 ・袈土一括
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(6) 火葬墓

第 1号火葬墓 （第221• 222図）

迫跡中央部やや南より、 I-22グリッドに位置す

る。形態は十字形て‘‘、規模は約180cmX 105cm、深さ

は55cmほどてある。短軸方向が浅くテラス状になり、

長軸方向が深く掘り下げられていた。骨片、焼土、

炭化物、灰が覆土下層の 5層から検出された。骨片

の取上げ量は約920gてあった。骨片の追存状態が比

較的良好てあったため、骨片鑑定を依頼したところ、

「火葬骨は壮年期男性 1個体分て，，、外傷や病変は見

られない」 という成果を得た。土器片の出土はなか

ったが、細い棒状の鉄製品が検出された。鉄製品は

先端部がやや厚みを持ち、基部は1.4cmほど中空にな

△ 

A 2no 

＿ど

.,¥ 
A' 

第 1号火葬墓土層
1 賀褐色土 ローム粒子を多く、褐色土、焼土をわずか含む。
2 暗褐色土
3 買褐色土
3'買褐色土褐色土を多く含む。
4 暗褐色土焼土、炭化物を多く含む。
5 黒褐色土 骨片、焼土、炭化物、灰を含む。
6 焼土
7 暗褐色土

っている。

゜
2m 

u

|

0
 

~ 1 

◎ 

第221図第 1号火葬墓

゜
10cm 

第222図 第1号火葬墓出土遺物

第1号火葬墓出土遣物観察表 （第222図）

1 番号 1器種

ー ? I残存長9.8cm 径0.3~0.7cm

出土位置 • その他

裂土一括、鉄製品

第2号火葬墓 （第223図）

遺跡中央部、 H-23グリッドに位置し、第175

号土猥を切って構築されていた。形態は十字形

て、規模は約lOOcmX70cm、深さは25cmほどてあ

る。取上げた骨片の量は約250gて‘‘やや少ない

が、骨片の遺存状態は比較的良好て‘‘あった。ま

た炭化物を取上げることがて‘‘き、 110gほど検出

された。炭化物は良好な遺存状態てあったのて‘‘

炭化材の同定を依頼したところ、クリてあると

いう成果を得た。土器などの出土遺物はなかっ

た。

冒
量
第 2号火葬墓土層
1 暗褐色土 炭化物、ローム粒子を多く、焼

土を少祉含み、しまり弱い。
2 暗褐色土 l庖に比べ、しまり更に弱い。
3 暗褐色土 骨片、炭化物、焼土を含む。

゜第223図第2号火葬墓
2m 

第 3号火葬墓 （第224図）

迫跡西北部、 F-25グリッドに位置する。形態はT字形て‘‘、規模は約118cmX75cm、深さは36cmほ

どてある。取上げた骨片の量は約230gて、やや少なく、骨片の追存状態もやや不良て‘‘あった。土器

など出土迫物はなかった。
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冒
第 3号火葬墓土層
1 黒褐色土 焼土、炭化物、ローム粒子を含み、しまり弱い。
2 黒褐色土 l陪より炭化物、焼土を多く含む。
3 炭化物焼土を含む。
4 炭化物
5 炭化物骨粉、骨片、焼土を含む。
6 黄褐色土 ロームブロック、ローム粒子を主体とする。
7 黒色土炭化物を多く、焼土、骨片を少址含む。
8 質褐色土 ロームプロックを多く、焼土、炭化物を少益含む。

゜
2m 

第224図第 3号火葬墓

第4号火葬墓（第225図）

遺跡中央部、 H-22グリッドに位置する。形態

はT字形て‘‘、先端部をピットに切られていた。

規模は約110cmX62cm、深さは21cmほどてある。

取上げられた骨片の量は100gて‘‘、やや少なかっ

た。土器など出土遺物はなかった。

呵

9 ―̀  こ‘
と幻誓0芦＼A'

Amo 

o| 

第4号火葬墓土層
1 赤褐色土 焼土粒子、焼土プロックを含み、 しまり強い。
2 赤色土焼土を多く含む。
3 黒褐色土 炭化物を多く含む。
4 茶褐色土焼土、炭化物を含む。
5 黄褐色土 ローム粒子、炭化物を含む。

゜
2m 

第225図第4号火葬墓

第5号火葬墓（第226図）

遺跡西部、 G-19グリッドに位置する。第31号

溝跡に西側が隣接する。整理時点て‘‘形態から火

葬墓と認定した遺構てある。形はやや歪むが、

T字形に属すると思われ、規模は約75cmX50cm、

深さは16cmほどてある。取上げた骨片、遺物は

なかった。

□]上 言
鬱
゜

2m 

第226図第5号火葬墓

(7) 鋳造関連遺物（第227~229図）

足洗遺跡は、中世の大規模な鋳造遺構を検出した金井遺跡B区に隣接する位置にある。そのため、

本遺跡て検出した遺構覆土中からわずかてはあるが、鋳造関連の遺物を確認した。

遺物は、全て分類し、計醤した。分類基準については金井遺跡B区の方法による。本遺跡出土の

鋳造関連遺物は総重量て‘‘1140gと極めて少なく、種類としては、鉄塊・炉壁・鉄滓・鍛冶滓（椀形滓）

てある。
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第227図の 1• 2は溶解炉の炉壁片てある。 1は長さ8.0cm、幅12.3cm、厚さ3.9cmて‘、このうち湯

滓（溶解物）の厚さが1.5cmほどて‘ヽ、還元された粘土の厚さが1.4cmてある。炉壁は白色針状物質を

含む粘土を索材とし、砂粒・スサ・小石等を混入させている。しかも、かなりの嵩温になるため還

元され青灰色をしている。内面の湯滓は光沢のある黒色て‘‘、部分的に白灰色をしている。重さは277

g。 SE13出土。 2も同様の炉壁片てあるが、裏面は乎滑て‘‘、砥石代りに使用されたものと考えられ

る。長さ5.8cm、幅5.8cm、厚さ2.6cm、重さ60gてある。 G-23グリッド P85出土。 3は鍛冶滓て‘‘、そ

のなかても、椀形滓て‘‘ある。大きさは平面形て‘やや不整ながらも、直径約9.0cmて‘ヽ 、断面形は半球状

をしており、丁度椀の形に似ていることから椀形滓と呼ばれる。重さは216g。色調は黒褐色て‘あ

る。 SD14出土。 4• 5は鉄塊と分類したものてある。鉄塊は金属が錆びたものて‘‘、なかには金属反応

のあるものも遺存する。 4は鋳鉄製品の破片と見られる。厚さは0.6cmほどのやや内湾した破片て‘‘、

鉄鍋のような容器破片と推定される。まわりは錆割れが激しい。重さ53g。 SEl出土。 5は金属反応

があり、中核部分にはメタルが残されている。鉄製品て‘‘ある可能性が考えられる。長さ5.2cm、厚さ

1.2cm、断面形は長方形のようてある。重さ8g。 SEl、No.9出土。 （赤熊浩一）

第228図6• 7は羽口てある。径が小さいこと、鉄滓などの付着物が無いことから鍛冶用の羽日て‘

あると思われる。 6は長さ10cm、推定外径5.9cm、外面は黒色の還元した部分と被熱して赤化した部

分に分かれる。内面も同様て‘‘ある。推定内径は還元した部分て3.1cm、赤化した部分て‘‘2.3cmてある。

断面にも還元した部分がサンドイッチ状に観察される。外面の還元した部分が炉壁方向に向けられ

ていたと思われる。 SD29出土。 7は羽口の小片て‘ヽ、外面に整形時の指ナデによる痕跡が帯状に見ら

れ、還元した部分が観察される。推定外径は 6cm、推定内径は2.9cmてある。 SJ20出土。

｀` 

こ 3

冨
三 4 ｀
 
◎ 5 

゜
10cm 

第227図鋳造関連遺物 (1)
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第228図鋳造関連遣物 (2)

鋳造関連遣物計量表

遺構番号 鉄塊 炉壁 鉄滓 鍛冶滓

SJ12 6 1 9 

SJ18 4 9 

SJ29・30・31 6 1 

SK158 1 4 

SK41 6 4 

SEl 6 1 

SE13 3 3 1 

SD14 1 7 1 5 2 1 6 

SD25 3 

H-22 P29 1 8 1 

H-23 P38 1 6 

G-23 P85 6 0 

I -22 P 2 1 

J -21 一括 8 0 

合計(g) 1 3 3 7 4 2 4 9 2 1 6 第229図 鋳造関連遣物計量グラフ

(8) その他の遺物（第230図）

グリッドのヒ°ット、グリッドの確認面、足洗遺跡表採として検出した遺物をここて報告する。

1は外面に凹線が巡り、日縁部が内湾する赤彩された土師器杯て‘‘、 古墳時代後期前半のものて‘‘あ

ろう。 2は底部が浅く、口縁部が大きく、直立気味に外反する。 3は丸底て‘‘底部と口縁部の境に陵

を持ち、口縁部の外反がきつい。2、3は稲荷前IV期て‘‘あろう。 4は器壁やや薄く、日縁部の小さ

い土器て‘ある。 5は内面に黒色処理されており、やや厚手て‘‘皿状の土器てある。 4、5は稲荷前v

期て‘‘あろう 。 6は口縁端部が外に突出しする鉢て‘‘あり 、稲荷前VI期て‘‘あろう。 7は焼きのよい須恵

器杯て‘‘、体部下半は厚く、口縁部は器壁を薄くし、外に開く。 8は焼きが悪く、灰白色て‘ヽ、内面底

部と体部の境に凹線状の窪みを持つ。 7、8は稲荷前VI期てあろう 。9は外面肩部下に取っ手の痕

跡を持つ短頸壺て‘ある。11は外面に染付けを施した小椀て‘‘ある。 12は遺存状態が悪く、 金泥がわず
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第230図 ピット・グリッド・表採出土の遺物
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かに残る金泥付板碑てある。残存長は28.3cm、幅は21.7cm、厚さ2.1cmて‘ヽ、石質は緑泥片岩て‘‘ある 。

彫込まれている種字は主尊の阿弥陀如米、脇侍の勢至菩薩、観音菩薩からなる阿弥陀三尊てある 。

その下に「梨阿？」 という願主の名前を挟んて‘‘光明真言が見られる 。13は異体の阿弥陀如米の種字

が彫込まれた板碑て‘‘ある 。残存長は26.5cm、幅18.5cm、厚 さ2cmて‘ヽ、石質は緑泥片岩て‘‘ある 。14は

表採として検出した鉄製の紡錘車て‘‘ある。軸の部分を殆ど欠損している。 ロ径4.8cm、厚さ0.2cm、

軸の径約0.5cmてある 。15は開通元宝て‘‘唐銭、初鋳年は621年てある 。第 8号溝跡覆土出土。 16は紹

興元宝て南宋銭、初鋳年は1131年てある。第18号住居跡覆土出土。17は寛永通宝て‘‘初鋳年は1636年

てある 。表採出土。

ピット・グリッド・表採出土遣物観察表（第230図）

番号 器種

1 坪

2 杯

3 杯

4 坪

5 坪

6 鉢

7 坪

8 坪， 短頸壺
10 鉢

1 1 小椀

12 板碑

13 板碑

14 紡錘車

ロ径 器高 底径 胎士 焼成 色調 残存 出 土 位置 ・ そ の 他

(12 5) BCFG A 赤褐 10% G-26グリ ッド出土、赤彩

(9.4) (3.1) BCEFG A 赤褐 10% F-25グリッド出土、赤彩

(10.0) BCG A 橙 10% H-22 • Pl4出土、赤彩

(13.4) BCG A 橙 5% H-25・P4出土、赤彩

(12 5) BFG A 橙 10% D-26 • P 5出土、外面は赤彩、内面は黒色

(16.3) BFG A 橙 ｀ 5% M-25 • P 4出土、赤彩

(17.6) (3.2) (13.4) BCG A 暗青灰 10% F-23グリッド出土

(15.9) (3.5) (11.0) BCG C 灰臼 20% F-23グリッド出土

BCG A 灰白 10% G-21 • P 7出土

(18.8) ABCG A 暗青灰 10% H-24 • P 4出土

7 3 5 2 8 A 明緑灰 80% 表採

残存長28.3cm 幅21.7cm 厚さ2.1cm 表採、金泥付板碑（スクリーントーン部が金泥）

残存長26.5cm 幅18.5cm 厚さ2cm 表採

径4.8cm 厚さ02cm 軸の径約0.5cm 重さ25.6g 表採、鉄製品

一鯰土 ぷ̂
 ̂  Si 

ー 、―̀
1一，

―一

発掘調査状況
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v 調査のまとめ

1 古墳時代後期前半の土器 と遺構

本時期に属する遺物は第231図に示すとおりてある。 SJ-11て検出した土器群が主な資料て‘‘、一括

性の高いものてある。 SJ11-3の坪は体部の深いものて‘ヽ 、口縁が短く立上がる。SJll-1、SJ9-l、SJ23

-1・2の坪は口縁部が内湾気味に立上がるものてある。 SJll-7・8の甕は頸部の括れが強く、口縁部が

外反するものて‘ヽ、胴部が球形に張る。また、壺、甕類は SJll出土のもののみて、 他の遺構から良好

な資料がない。

冒
亘SJ24-2 

ロSJ11-1 
言

SJ24-1 

胃
SJ9-1 

言こ［二二））
SJ23-2 

ミSJ23-1 
O 10cm 
l l I 

8
 

1
1

／

叫

ロロ]
SJ11-5 

SJ11-4 

O 10cm 
1 , l 

第231図 古墳時代後期前半の土器

本時期に属する遺構は、 4軒の住居跡て｀遺跡東部

にまとまるため、その部分をだけを第232図に示し

た。カマドを持つのがSJll、SJ23て‘‘、 SJ23は東カマ

ド、 SJllは西カマドてある。 SJ9とSJ24はカマドを

持たない。カマドのない住居跡が大きく、カマドを

持つ住居跡が小さい傾向がある。主軸方向は SJ9と

SJ23が一致する。

24 25 26 27 

G
 L
し

一

日゜
H
 OSJ 

にし—---
24 25 26 27 

゜
40m 

第232図 古墳時代後期前半の遺構（縮尺1/1,000)
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2 古墳時代後期後半から奈良時代にかけての土器と遺構

本時期に属する遺物は第233• 234図に示すとおりて‘‘ある。

本時期の初出は稲荷前IV期（富田 1992)の時期て‘‘、 7世紀第 3~ 4四半期て‘ある。SJ26の須恵

IV期の土器

こ 巴琴言巳冒コニー3ニ
SJ26-11 

疇疇詞言7 二 □ここ
SJ25-1 SJ26-6 SJ25-3 

SJ26-10 SJ14-5 SJ25-4 

V期の土器

王 二J口：こ些武蔵型 SJ35-1

＝こ言2言 冒 ノ
SJ38-3 SJ35-2 

SJ35-4 SJ35-3 

VI期の土器

三 2＝三三二SJ18-1 SJ18-6 

二三こロニヲご＝／二二
SE18-3 

VII期の土器

こ ＝三三ー こニー
SJ32-2 北武蔵系 SJ15-1 SK1-3 SJ12-5 

SJ32-12 

＝三言／こ口4` 二北武蔵系 SJ32-1
SJ15-2 

VIII期の土器

可 てここ ご
SB4-1 

SJ27-2 SJ 29·30• 31-4 SJ 29•30· 31-5 SJ29•30•31-6 

IX期の土器

て 言言コ
SJ19-4 SJ16-2 

言で
SJ19-1 SJ19-3 

＾ 
SJ16-7 

0 10cm 
l l l 

第233図稲荷前IV期～IX期の土器 （1)
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器蓋と SJ14、SJ25の須恵器杯がこの時期の特徴的な土器てある。SJ26の蓋はやや器高が低いが内面

の返りを明瞭に持つ。SJ14、SJ25の須恵器坪は底部手持ち箆削りてあるが、体部から口縁部にかけ

てやや丁寧に撫て‘‘られている。土師器坪は比企型杯と呼称されるものて‘‘、 SJ26-3、SJ25-1は体部と

口縁部の境に陵を持たないタイプ。SJ26-1、6は陵を持つタイプてある。甕は器壁が厚く、口縁部が

外側に強く開き、古墳時代後期の伝統を持つ。

IV期の土器

SJ 26—14 SJ26-25 SJ26-23 

V期の土器

三 SJ38-9 口 38-12

VI期の土器

胃 て
SJ33-4 口 `7アSJ21-4 SJ18-8 SJ20-20 

VII期の土器

、¥‘¥7 --J J 

SJ32-31 

｀ゞ I])

SJ32-29 口
SJ4-6 

SJ22-3 

Vlll期の土器

口 口 《 ~ SJ29•30•31-8 
SJ 29•30·31-9 SJ29・30・31-10 

IX期の土器

ー一三三― SJ27・28-21 戸 SJ10-6 0 10cm 
1,  1 

第234図稲荷前IV期～IX期の土器 (2)
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稲荷前V期は 7世紀末葉～ 8椎紀第 1四半期前半の頃て‘‘、須恵器坪は大型化し、底部がやや丸味
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IV期（SJ8,SJl 4, SJ25, SJ26, S831, SE3, SE8) 

V期（SJl7, SJ35, SJ38, S821, S823, S828) ゜
40m 

VI期(SJ6,SJl 8, SJ20, SJ21, SJ33, SJ34, SJ36, SJ39, S89, S816, S822, S824, S829, SEl 8) 

VII期(SJ4,SJ12, SJl 5, SJ22, SJ32, SJ37, S82, S86, S88, S812, S817, S819, S820, S825, SB2M7, S830, SEl, SKl, SK2) 

VIII期(SJ2,SJ27, SJ29'3o-31, S83, S84, SE5) 

IX期(SJ5,SJl 0, SJl 6, SJl 9, SJ28, S85, SB)) 

古代(SJ3,SJ7, SJ13, SE6, SE7, SE9, SE14, SK3, SK10, SK37, SK39, SK40, SK56, SK64, SK69, SK71, SK75, SK76, SK88, 

SKl 16, SKl 20, SK140, SKl 52, SKl 58, SK160, SKl 64, SKl 69, SKl 75, SKl 84, SKl 85) 

第235図 稲荷前IV期～IX期の遣構（縮尺1/1,000)
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を持った平底てある。蓋も同様に大形化する。土師器杯 SJ17-3、2は体部と日縁部の境に陵を持つ

タイプて‘‘、 SJ38-lは日径のやや大きい皿状タイプてある。 SJ35-lは北武蔵型坪て‘‘、 SJ38-2は北武蔵

系の皿てある。

稲荷前VI期は 8世紀第 1四半期後半の頃て‘‘、 V期のタイプの大型須恵器坪が残るが、平底化が進

行する段階て‘‘ある。土師器坪は皿状タイプのものが主流となり、 SJ18-lは口縁部内面に沈線を持つ

が、 SJ18-2、SJ21-lは沈線を持たない。

稲荷前VII期は 8世紀第 2四半期の頃て‘‘、 SJ32、SKlに代表される。須恵器坪は日径はほぱ同じだ

が器高をやや減じ、シャープな平底を呈する。土師器杯は口径を大きくし、器高を減じ、皿状化を

強めるようてある。 SJ15-lは北武蔵系の皿て‘‘、 SJ32-lは北武蔵系の杯て‘‘ある。この時期て‘‘土師器杯

は須恵器坪に替る。 SJ22-3の甕は口縁部「く」の字て‘ヽ、器壁の薄いタイプてある。

稲荷前VIII期は 8世紀第 2四半期後半～第 3四半期前半の頃て‘‘、須恵器坪は口径を減じ始め、やや

縮小化する傾向を見せる。SJ29• 30 • 31-10の甕は口縁部「く」の字が崩れ始め、 「コ」の字化を指向

し始める。

稲荷前IX期は 8世紀第 3四半期後半～第 4四半期前半の頃て‘‘、須恵器坪は底径を減じ始め、 SJ19

-1のような特徴的なものを出現させる。SJ27・28-21の甕は口縁部の「コ」の字化が見られる。

本時期の遺構の特徴は掘立柱建物跡群が竪穴住居跡群と共に存在し、総体的に掘立柱建物跡群は

遺跡西側に、竪穴住居跡群は遺跡東側に立地するという傾向がある。掘立柱建物跡は遺物量が少な

く、時期を決定するのが難しいが、主軸をほぱ同じくするものを同時期とし、わずかな遺物から時

期を与え、遺物が得られない場合は付近て‘‘主軸を同じくする竪穴住居跡の時期を与えた。

本時期の遺構は第235図に示すとおりてある。

稲荷前IV期に属する遺構は 4軒の住居跡と 1軒の掘立柱建物跡て‘あり、遺跡東側にほぱー列に並

ぶ。 V期になると遺跡内部に展開し、中央部と西部に規模の小さい住居跡と掘立柱建物跡が散在す

る。 VI期には中央部の住居跡は大型化し、西部には小型の住居跡と 3間X 3間の比較的大型の掘立

柱建物跡と 2間X 2間て‘‘倉庫と思われる総柱の SB24が出現する。 SB24はSJ33・SJ34と主軸を同じ

くする。 VII期には中央部、北東部、南西部、西北部に竪穴住居跡と掘立柱建物跡がセットて分立し、

本遺跡の中て活況を呈した時期てある。SB25~27はSJ32と主軸を同じくする。VIII期と本時期の最終

てあるIX期には北東部から南西部にかけて集落の規模を小さくする。また本時期に属すると思われ

るが時期細分のてきない遺構は古代の遺構として示した。

3 中世の遺構

本遺跡の中て‘‘中世の遺構と思われるのは井戸跡、方形に区画する溝跡、それに主軸方向を同じく

する掘立柱建物跡、また墓猥と思われる長方形タイプのものを含む土堀群、火葬墓て‘‘あり、時代は

出土遺物から15~16世紀の範囲にまとまる。

区画溝の変遷は、以下のような 4時期が想定される。

1期は青白磁の皿と在地産の内耳鍋、鉢を検出 した SD6、常滑の甕を検出した SD3によって区画

される範囲て‘‘、 15世紀代の頃てある。区画溝内に SBlO、SB13の建物遺構を持つ。 2期は 1期の区
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画溝の軸をややずらす SD21、SD4、SD2によって区画される範囲て‘‘ある。在地産の内耳鍋、鉢を主

体的に検出した。区画内の SBll、区画外の SBl・18が区画溝と主軸を同じくすることから本期の遺

構と想定される。

出てきなかった。

3期は16世紀代の水滴を検出した SD8によって区画される。建物となる遺構は検

4期は SD14とSD30に付随する溝跡の時期てある。区画溝としててなく、土地境

を表す溝として機能した時期と思われる。

また遺物の少ない土堀や墓猥と思われる長方形タイプの土墟、火葬墓は時期がはっきりしないが、
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第236図 中世の遺構（縮尺1/1,000)
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区画溝て‘‘構成される集落に付随する施設と思われ、中世全体の時期として示した。表採遺物として

金泥付を含む板碑が検出されたことは墓跡との関連を窺わせる。
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付編

1 土器胎土分析

X線回析試験及び電子顕微鏡観察

1 実験条件

1 - 1 試料

昧第四紀地質研究所

井上巌

分析に供した試料は第 1図分析土器一覧に示すとおりてある。X線回析試験に供する遺物試料は

洗浄し、乾燥した後、メノウ乳鉢にて粉砕し、粉末試料として実験に供した。電子顕微鏡観察に供

する遺物試料は断面を観察てきるように整形し、ef,lOm/mの試料台にシルバーペーストて‘‘固定し、

イオンスパッタリング装置て‘‘定着した。

1 -2 X線回析試験

土器胎土に含まれる粘土鉱物及び造岩鉱物の同定はX線回析試験によった。測定には日本電子製

JDX-8020X線回析装置を用い、次の実験条件て‘実験した。

Target: Cu, Filter:Ni, Voltage: 40Kv, Current: 30mA,ステップ角度： 0.02°

計数時間 ：0.5ESC。

1-3 電子顕微鏡観察

土器胎土の組織、粘土鉱物及びガラス生成の度合についての観察は電子顕微鏡によって行った。

観察には日本電子製T-20を用い、倍率は35、350、750、1500、5000の5段階て‘‘行い、 35~350倍は

胎土の組織、 750~5000倍は粘土鉱物及びガラスの生成状態を観察した。

足洗ー1(SJll-1) 足洗ー2(SJll-2) 足洗ー3(SJ23-l) 足洗ー4(SJ23-2) 

6世紀第 1四半期 6世紀第 1四半期 6世紀第 1四半期 6世紀第1四半期

□9 □ こ ぐこ下

足洗ー 5(SJS-2) 足洗ー6(SJ14-2) 足洗ー7(SJ26-l) 足洗ー8(SJ25-l) 足洗ー9(SJ24-5) 

7世紀後半 7世紀後半 7世紀後半 7世紀後半 7世紀後半

口 こ一言 .. 雫 雙

｀ 足洗ーlO(S]18-2)足洗ー11(SJ34-l) 足洗ー12(SJ32-2) 足洗ー13(SJ32-l) 足洗ー14(SJ38-1) 足洗ー15(SJ35-1) 

8世紀前半 8世紀前半 8世紀前半 8世紀前半（北武蔵系） 8世紀前半 8世紀前半（北武蔵型）

` ——=-- こ ーロ］ 可 フ 言 口 ご戸 言

第 1図分析土器一覧
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2 実験結果の取扱い

実験結果は第 1表分析土器胎土性状表に示すとおりてある。第 1表右側にはX線回析試験に基づ

＜粘土鉱物及び造岩鉱物の組織が示してあり、左側には、各胎土に対する分類を行った結果を示し

ている。 X線回析試験に基づく粘土鉱物及び造岩鉱物の各々に記載される数字はチャートの中に現

れる各鉱物に特有のピークの高さ（強度）を m/m単位て‘‘測定したものてある。電子顕微鏡によって

得られたガラス量と X線回析試験て‘得られたムライト (Mullite)、クリストバーライト（Cris-

tobalite)等の組成上の組合せとによって焼成ランクを決定 した。

2-1 組成分類

1) Mo-Mi-Hb （モンモリロナイト雲母類—角閃石）三角ダイアグラム

第2図左側に示すように三角ダイアグラムを 1~13に分割し、位置分類を各胎土について行い、

各胎土の位置を数字て‘‘表した。三角ダイアグラムはモンモリロナイト (Mont)、雲母類(Mica)、角

閃石 (Hb)のX線回析試験におけるチャートのヒ°ーク高を、パーセントて表示する。モンモリロナ

イトは Mo/Mo+Mi+ Hb X 100て‘‘パーセントとして求め、同様に Mi,Hbも計算し、三角ダイアグ

ラムに記載した。三角ダイアグラム内の 1~ 4はMo,Mi, Hbの3成分を含み、各辺は 2成分、各

項点は 1成分よりなっていることを表している。位置分類についての基本原則は第 2図に示すとお

りてある。

第 1表分析土器胎土性状表

試昇 タイプ 焼成 組成分類 粘土鉱物および造岩鉱物
No 分類 ランク Mo-Mi-Hb Mo-Ch, Mi-Hb Mont Mica Hb Ch(Fe) Ch(Mg) Qt Pl Crist Mull1te K-fels Halloy Kao! Pyrite Hy ガラス
足洗ーl L III 8 20 153 3687 499 166 
足洗ー2 L III 8 20 147 2648 294 91 
足洗ー3 J Ill 8 8 128 191 3199 464 111 
足洗ー4 K III 8 20 119 3460 296 88 
足洗ー5 N III 11 20 282 274 2026 779 
足洗ー6 L III 10 17 242 136 1843 261 84 
足洗—7 L III 10 17 217 168 2089 356 85 
足洗ー8 L III 10 17 289 176 2250 317 99 
足洗~9 N III 11 20 243 2015 281 
足洗— 10 L III 10 17 229 141 2121 399 
足洗1l H III 7 ， 113 88 123 3073 626 159 
足洗ー12 p III 12 14 209 128 1622 399 
足洗ー13 I III 7 20 136 117 1428 490 149 
足洗ー14 E III 5 20 130 2479 344 99 176 
足洗ー15 I III 7 20 130 106 1325 479 

5 。X100%
Hb 

13 

7
 

■ 6世紀第 1四半期

" 7世紀後半
● 8世紀前半

0 8世紀前半（北武蔵系）

12 

ら
Ml 

，
 

50 ゜10 100咳穴11
Mo 

第 2図 組成位置分類とその結果（Mo（モンモリロナイト）ーMi（雲母類）ーHb（角閃石）三角ダイアグラム）
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3
 

分析結果

3 -1 タイプ分類

分析結果に基づいて第 2図三角ダイアグラムを作成し、位置分類を行った。位置分類に基づいて、

胎土のタイプ分類を行った。以上の結果から、足洗遺跡の土器の胎土は、 E、H、J、 K、Pの各

タイプは各 1個、 I、Nは各2個、 Lは6個と最も多い。 15個の土器に対して 8タイプという、比

較的多くのタイプが存在する。 Lタイプは個体数が多いことから推察して在地、 あるいは在地近傍

の可能性が高い。多くのタイプに胎土が分れるということは幾つかの異なるタイプの土器が含まれ

ているものと推察される。

3 -2 石英(Qt)ー斜長石 (Pl)の相関について

土器胎土中に含まれる砂の粘土に対する混合比は枯土の材質、 土器の焼成温度と大きな関わりが

ある。土器を制作する過程て‘‘、ある粘土に、 ある量の砂を混合して素地土を作るということは個々

の集団が持つ土器制作上の固有の技術て｀あると考えられる。 自然の状態における各地の砂は固有の

石英と斜長石を有している。 この比は後背地の地質条件によって各々異なってくるものてあり、 百

い替えれば、各地の砂は各々固有の石英と斜長石比を有していると言える。 この固有の比率を有す

る砂をどの程度粘土中に混入するかは各々の集団の有する固有の技術の一端と考えられる。

土器は 1~Vの5グループに分類された。

Iグループ： 6世紀第 1四半期の坪が集中する。

IIグルーフ0 : 7世紀後半の坪が集中する。

IIIグループ： 8世紀前半の坪が集中する。

IVグルーフ0 : 8世紀前半の北武蔵系の坪が集中する。

以上の結果から明らかなように、 6世紀第 1四半期の坪は斜長石の強度が高く、 7世紀後半の坪

は強いまとまりを持ち、 8椎紀の坪はやや広い分布を示す。足洗遺跡の土師器坪は時代毎に異なる

グループを形成すると言えるだろう。
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2 炭化材同定

第2号火葬墓から検出された燃料材の樹種 パリノ・サーヴェイ株式会社

1 試料

試料は、第 2号火葬墓（中世）から検出された炭化材てある。炭化材は、一括採取されたものて‘‘

あったため、試料間の接合の有無等を確認した上て‘‘、比較的大型の炭化材10点を選択した。

2 方法

試料を乾燥させた後、木口（横断面）．柾目（放射断面）・板目（接線断面）の割断面を作製し、

走査型電子顕微鏡（無蒸着・反射電子検出型）て‘‘観察・同定した。

3 結果

試料は、 10点全てがクリに同定された。クリの主な解剖学的特徴や現生種の一般的な性質を以下

に記す。なお、和名・学名等は、 「原色日本植物図鑑 木本編くII〉」（北村・村田， 1979) に従い、

一般的性質などについては 「木の辞典 第4巻」（平井， 1980) も参考にした。

・クリ (Castanea crenata Sieb. et Zucc.) ブナ科

環孔材て‘‘孔圏部は 1~ 4列、孔圏外て‘‘急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。

道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1 ~15細胞高。年輪界は

明瞭。

クリは北海道南西部・本州・四国・九州の山野に自生し、また植栽される落葉高木てある。材は

やや重硬て‘‘、強度は大きく、加工はやや困難て‘あるが耐久性が高い。土木・建築・器具・家具・薪

炭材、楕木や海苔粗染などの用途が知られている。

4 考察

中世の第 2号火葬墓の燃料材は、全てクリてあることが明かとなった。関東地方ては、同時期の

火葬墓から出土した炭化材の情報が少ない。しかし、神奈川県横浜市上の山遺跡の中世とされる墓

猥から出土した炭化材の同定ては、興味ある結果が得られている（パリノ・サーヴェイ株式会社，

1992)。上の山遺跡の墓横から検出された炭化物は、材、種実、葉てあった。材ては コナラ属、コナ

ラ亜属コナラ節の一種を中心として 5種類が同定された。また、種実て‘‘はイネ、 ミツバウツギ等 3

種類、葉てはテリハノイバラやシダ類等4種類が同定された。上の山遺跡の結果ては、材の樹種構

成はコナラ節を中心とするものの、その種類数は比較的多い。これらの結果から、中世火葬墓の燃

料材は、特に木材を選択せず周辺て‘入手可能てあったものを利用したことが示唆される。また、木

材を燃料材として利用する場合、すぐには火がつかないことから火つけ材のような燃え易い燃料材

の存在が考えられる。上の山遺跡て検出された葉や種実は、火つけ材の一部てあった可能性が指摘
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されている。

第2号火葬墓燃料材として使用されたと考えられるクリについても、周辺て‘‘得易い木材てあった

ことが推定される。 なお、上の山遺跡と同様に燃え易い火つけ材が利用されていた可能性も考えら

れる。葉等の植物遺体が残らなければ、 その存在を知ることはてきないが、使用された植物がイネ

科に由米する場合には植物珪酸体分析によりその存在を確認て‘‘きる可能性がある。今後同様の調査

を行う際には、炭化材が検出される付近の覆土や、床面直上の土壌試料などを対象に、植物珪酸体

分析や種実遺体の洗い出しと同定等 も行う必要があろう。

引用文献

平井信二 (1980)木の辞典 第4巻．かなえ書房

北村四郎・村田 源（1979)原色日本植物図鑑 木本編くII〉,545p．，保育社

パリノ ・サーヴェイ株式会社 (1992)上の山遺跡植物遺体同定．港北ニュータウン地域内埋蔵文化

報告XIII「上の山遺跡」，p.196-202,横浜市埋蔵文化財センター

財調査

図版 第 2号火葬墓から検出された炭化材の顕微鏡写真

ー クリ a :木口 一200μm:a 一200μm:b. c 

-197-



3 骨片鑑定

第 1号火葬墓出土人骨について

1 試料

聖マ リアンナ医科大学

森本岩太郎

吉田俊爾

鑑定した試料は、発見された火葬墓のなかて‘‘、人骨の量が多く、保存状態が比較的良好な第 1号

火葬墓出土人骨て‘‘ある。

2 人骨所見

この火葬人骨は壮年期男性 1個体分て‘‘、その総重量は約900gてある。火葬人骨なのて‘‘変形 してひ

び割れを起こし、ほとんどが細片となっている。したがって所属部位が確実に同定てきる骨片（図

版）についてだけその所見を記載する。

頭蓋片としては後頭鱗、左側頭骨の錐体・下顎窯•関節結節、右側頭骨の錐体、主縫合縁をもつ

頭蓋冠構成骨、前頭鱗、左眼窯上縁部、左下顎枝などの骨片が認められる。主縫合縁をもつ頭蓋冠

構成骨の縫合部を見ると外板て‘は骨結合化は認められないが、内板て‘‘は部分的に骨結合化が認めら

れる。

体幹骨は環椎（第 1頸椎）の前結節・歯突起窯片がある。

上肢骨としては左右肩甲骨の関節窯・肩甲棘・肩峰、右撓骨の骨体・下端、右尺骨の骨体などの

骨片が認められる。

下肢骨は右寛骨の 図版 第 1号火葬墓から検出された人骨

大坐骨切痕部、右大

腿骨体上部、左誹骨

体などの骨片がある。

右寛骨の大坐骨切痕

の湾曲は小さい。

なお、この個体に

は外傷や病変は認め

られない。

3 まとめ

第1号火葬墓から

発見された火葬骨は

壮年期男性 1個体分

てある。人骨に外傷

や病変は見られない。

頭蓋骨（左）、第 1頸椎（中J::.)、左右肩甲骨（右上）、右椀骨

（右内側）、右尺骨（右外側）、右寛骨（中下）、右大腿骨（右内側）、

および左排骨（右外側）の各骨片
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写真図版



凸ら

足洗遣跡遠景（南から北を望む）

足洗遺跡全景（南から北を望む）



図版 2
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遺跡中央部の住居跡群（南から北を望む）

遺跡西部の掘立柱建物跡群（北から南を望む）
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STl-1 鉄製品

STl出土骨片

鋳造ー 6羽口（外面） 鋳造ー 6羽口（内面）

その他ー11 鋳造ー 7羽ロ

その他ー12 その他ー13

゜
゜

その他ー14 鉄製紡錘車 その他ー15 開通元宝 その他ー16 紹興元宝



足洗遺跡報告書抄録

フリガナ アシアライイセキ

遺跡名 足洗遺跡

所在地 坂戸市大字新堀字足洗52 2番地他

コード 11239-117 

調査規模 16, 000m' 

調査年月日 1989年4月1日～1989年10月31B 

調査原因 土地区画整理事業 文化庁通知 委保第 5の1068

遺物の保管 埼玉県教育委員会 遺物の所在 埼玉県立埋蔵文化財センター

XY座標 X=-3,660m Y=-41,224m 

北緯東経 北緯 35゚90' 東経 139゚22'50"

立地 毛呂台地 標裔 27m 

水系 荒川水系越辺川

遺跡種類 集落跡

主な時代 主な遺構 主な遺物

縄文後期 住居跡 1軒 縄文土器石皿石鏃掻器

埋甕 1基 石錐打製石斧

集石土堀 3基

古墳後期～ 住居跡 38軒 土師器（坪・壺・甕）

奈良時代 掘立柱建物跡 24軒 須恵器（坪．椀．蓋・甕）

井戸跡 9基 紡錘車刀子

土壊 25基

中世 掘立柱建物跡 7軒 内耳鍋鉢水滴甕

井戸跡 6基 鉄滓羽ロ

溝跡 21条 板碑古銭

火葬墓 5基

土猥 14基
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足洗遺跡

住宅・都市整備公団坂戸入西地区土地区画整理事業関係

埋蔵文化財発掘調査報告
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平成 6年 3月25日 印刷

平成 6年3月31日 発行

発行財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

〒369-01 埼玉県大里郡大里村大字箕輪字船木884

電話 0493-39-3955 

印刷 株式会社太隔美術
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付図 1 足洗遺跡全体図 縮尺 1/400 埼玉県埋蔵文化財調査事業団
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